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企業の目標

経営効率を上げ収益を良くする
顧客満足度の向上
消費者ニーズにあった新製品の開発

データをうまく活用する
必要がある。

引合

受注

資材

製造 物流
出荷

請求／入金生産計画 フォロー

．．．．

経営層

管理層

実務層

業務機能（基本機能）

さらに要約／集約

要約／集約

ありのままの項目
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現行システムの問題点

《現状》
□ 各サブシステム単位に作業を機械化し続けてきたので、システム全体で
眺めると、同じ様なデータが各所に存在する。
どのデータも中途半端なので、End Userが出力帳票などから自ら表ソフトに
再入力し、２次加工、３次加工して使っている。

□ 単一メーカのコンピュータを使わざるをえない環境のために、限定された
ソフトウェアしか使えない。また、そのため、技術的なところがどう変化
しているのか解りにくい。

□ 世の中の流れが急速に変化するため、固定化されたシステムでは、End Userの
情報要求に即応できない。

・ クローズした環境
・ プロセス中心のシステム設計
・ システム構築におけるアプローチ方法

問題点
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クローズされたシステムの問題点

□ メーカが提供するハードウェア／ソフトウェア
のみを利用するので、世の中で沢山提供されて
いる効果的で安価なハードウェアやソフトウェア
が利用できない。

□ システムが肥大化し、ハードウェアのグレード
アップを迫られた時に、今までのソフトウェア
資産に対し、大きく手を加えることになる
ケースが多い。

□ 世の中の技術動向がとらえにくく、取り残され
た状況となってしまっている。

メーカ依存型となり、
いつまでも自分達の
理想とするシステムに
近づくことができない。
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従来のシステム構築法の問題点

システム分析 ／ 計画 ／ 設計 ／ 開発

プロセス中心型の設計

□ 各サブシステム単位に
処理を中心にして分析／設計 ・・・・・・・・・

モジュールを共通化して
生産性を向上

□ データが各処理に閉じ込められている。

□ 全体をながめると、各所にデータが重複している。

□ 世の中の流れに柔軟に対応できない
ロジックのメンテナンスが多発し、
システム部門は多くのバックログをかかえている。

エンドユーザが
欲しい時、欲しい形
でデータを見ること
ができない。
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従来のシステム構築アプローチの問題点

□ エンドユーザは新システム構築の際、
ニーズのヒアリングでの参画のみと
なる場合が多い。

□ 新システムの設計については、
システム部門やベンダの独壇場に
なってしまう。

□ 設計書のレビューなどにエンドユーザ
が出席しても内容が理解できず、
正当な評価ができない。

□ 開発期間が長いので、開発中のシステム
そのものが陳腐化したり、エンドユーザ
の認識そのものが変化してしまう。

□ エンドユーザ・システム部門・ベンダー
が共通認識できるようなものが存在しない。

エンドユーザ
の満足する
システムを
提供できない

エンドユーザからの
メンテナンス依頼の
続出

バックログを沢山
かかえ効果的な
システムをいつま
でも実現できない
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解決策の提案

現状システムの
問題の原因

・プロセス中心設計
・システム構築アプローチ
・クローズした環境

世の中の変化

データ中心アプローチ設計

どのようなシステムになろうとも
世の中の流れが変化しようが
企業の中で持つべき基本データに
変化は無い。
→ データの部品化
→ トランザクションによる更新処理と
情報要求処理の分割化

オープンシステム化
その時点で最も性能が良く、安価で、しかも
将来性があり、ニーズにフィットした
ハードウェア／オペレーティングシステムを
選択できる。また、プラットフォームを変更
しても、ソフトウェア資産の変更なしに移行
できる。

プロトタイピング・アプローチ

プロトタイプを作成してエンドユーザに見せ、
意見を出してもらい、操作性や機能を納得した
上で進めていく。エンドユーザが本当に欲しい
ものを提供。
→ フロント・エンド・ツール群の充実
最新機能のものを安価で。

→ 分析レベルでＥ／Ｒモデルを使い入出力
設計の部分をきちんと固める。
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何故 ＤＯＡか

・ 企業の中で持っている基本データは変化しない。

・ 企業におけるデータが、処理プロセスに比べて安定している。
（プロセスの標準化より、データの標準化の方が簡単）

・ リレーショナルデータベースの基本思想であるため、
リレーショナルデータベースの機能を最大限に生かすことができる。
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何故ＤＯＡか

従来のシステム構築手法
（ＣＡＳＥなど）

・データ中心アプローチを一部使っている

・分析の結果としてＥ／Ｒモデルを作成
（単に１つの成果物）
Ｅ／Ｒモデルは物理テーブルの設計のために使用している

・最終のOUTPUTは、部品化した共通モジュールを
組合わせたプログラム

《真のデータ中心アプローチ》

Ｅ／Ｒモデルを先に確定し、それをエンドユーザ・システム部門・ベンダーの
共通辞書として、入出力設計や処理プロセスの設計を実施する。

データを部品化 一次処理； 部品単位にメンテナンス

二次処理； 部品を目的に沿って組合わせて提供
（画面／帳票）
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現行システム

ＤＯＡによるシステム構築の流れ
要求分析

Object Tree  目的樹木図
新論理
システム
モデル

新機能階層図

新システム

開発

設計

新物理
システムモデル

新プロセスフロー

基準書

機能フロー
繰作説明書

物理スキーマ

テーブル定義票
論理スキーマ

概念スキーマ

リレーション
定義票

E/Rモデル

機能項目関連票

データベース設計
プロトタプロトタプロトタプロトタ
イピングイピングイピングイピング

機能分析

現行物理
システムモデル

組織図

プロセスフロープロセスフロープロセスフロープロセスフロー

現状調査

デ
ー
タ
分
析

現行機能階層図

現行論理
システム
モデル

現行データ
フロー
ダイアグラム

新データー
フロー
ダイアグラム
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ＤＯＡによるシステム分析フェーズの主要作業

問題提起 問題/命題

要求分析

システム要求

機能分析

新システムモデル

新システム構想の策定

基本構想書

現状分析

現行システムモデル

データ分析

概念スキーマ

Data Base設計

論理スキーマ

物理スキーマ

・重点課題のより詳細な展開
・対立要求事項の明確化と競合度の評価
・競合度に基づく目的樹木の評価と確定

（目的樹木Object Tree）

・現行機能とシステム要求の関連把握
・追加・削除機能の明確化
・新システムのモデル化

機能要求関連表
新論理システムモデル
  機能階層図、ﾃﾞｰﾀﾌﾛｰﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑ etc
新物理システムモデル
  プロセスチャート etc

・実現手段の検討とコンピュータ化
    領域の設定
・新システムの評価
・ハードウェア／ソフトウェアの概略構成

（新システム構想書）

・重点課題に基づく調査、分析範囲の設定
・現行システムの概略特性の把握
・現行システムのモデル化
・現行システムにおけるデータの抽出

現行物理システムモデル
 組織図、ﾀｽｸﾘｽﾄ、ﾌﾟﾛｾｽﾁｬｰﾄetc
現行論理システムモデル
 機能階層図、ﾃﾞｰﾀﾌﾛｰﾀﾞｲｱｸﾞﾗﾑetc

・データリレーションの洗い出し
・データリレーションの正規化
・データリレーションの体系化(E/Rﾓﾃﾞﾙ)

（E/Rモデル、リレーション定義票）

・目的ごとのﾃﾞｰﾀﾘﾚｰｼｮﾝの洗い出し
・物理テーブルの設計
・格納場所の確定

（機能項目関連票）

（テーブル定義 etc）
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E/Rモデル（Entity-Relationship Model）とは

実世界における実体(Entity)や関連(Relationship)に基づいて、人間のデータに
対する見方や認識を表現したもので、データを理解したり考えたりするための
普遍的かつ長期的な基盤となる。

《何を表現するか》

実体：企業として、システムとして興味を持つもの、認識しているもの
      １つのKeyを持ち、その他の属性項目は全てその実体そのものを
      表現している。
      □で表現する。

社 員               組織構成                組 織

・社員コード
  社員名
  住所

・社員コード
・部門コード
  配属日
   ・
   ・

・部門コード
  部門名
   ・
   ・

リレーション定義票

ﾘﾚｰｼｮﾝ名 組織  実体/関連

項目名   キー 発生源 ････
部門ｺｰﾄﾞ  ○
部門名

関連：実体と実体の間に成り立つ。
      関係のある実体のKeyを持つ。（n個）
      その他の属性は、実体と実体の間にしか成り立たない項目である。
             で表現する。
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Data Base設計の考え方

□ データ抽出／分析

    対象としているデータベース応用システムが扱うデータ及びデータ処理に関する
    データ収集・分析を行う。（現状分析／データ分析ステップ）

□ 三層スキーマ設計

   ・概念スキーマ（Ｅ／Ｒモデル）
      組織体がデータベース化したい全てのデータをデータモデルに従って記述したもの。
      データそのものを個々の利用者の立場からも計算機の立場からも離れて記述したもの。

   ・論理スキーマ（論理データ記述）
      データベースをエンドユーザの個々の応用の立場から見た記述。

   ・物理スキーマ（テーブル定義）
      概念スキーマを計算機上に実現させる技法の記述。
      物理データベースの構成、データ内部表現の記述。
      データベースの格納構造に関する設計項目を決定し、論理スキーマを通した形で
      性能面から概念スキーマを見直し、物理データベース設計を行う。
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三層スキーマの考え方

実世界
（対象データベース応用
システムが扱う範囲）

サブシステム サブシステムサブシステム

概念スキーマ

ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀﾋﾞｭｰ ﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀﾋﾞｭｰﾕｰｻﾞﾃﾞｰﾀﾋﾞｭｰ

論理スキーマ 論理スキーマ 論理スキーマ

物理スキーマ

概念スキーマ （E/Rモデル）

論理スキーマ （機能項目関連票etc）

物理スキーマ （テーブル定義etc）

End User
System部門
SIベンダなど

システム
分析者

End User

System管理者

ﾃﾞｰﾀ抽出
／分析

論理ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ設計

物理ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ設計

・現状分析ステップより抽出したデータ項目を基に、システム全体としてとらえた概念スキーマ（E/Rモデル）を
まず作成し、End User, System部門, SIベンダなどの共通辞書的位置付けとする。
・概念スキーマを基に、目的ごとの情報要求としてとらえた論理スキーマを固める。
・物理スキーマの設計は、論理スキーマを通して概念スキーマを眺め、パフォーマンスや効果を考慮しながら
テーブル構成や配置などを確定する。

《手順》

・三層スキーマ・ 《視点》
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概念スキーマ（E/Rモデル）の考え方

従来のＣＡＳＥツールなどで、テーブル定義を自動生成するためのＥ／Ｒモデル記述とは基本的に異なる。
帳票を出すためのファイル設計的な考え方でもない。

概念スキーマ

End Userから見れば、論理スキーマだけが必要であって、物理スキーマに興味は無い。
しかし、概念スキーマが無ければ、論理スキーマをうまく導出できない。
System部門からすれば、物理スキーマ設計のためには、パフォーマンス等を考慮するため、論理スキーマ
が必要である。また、概念スキーマが無ければ、うまく物理スキーマを導出できない。人によってやり方が
違ったり、また世の中の変化ですぐに変更となる処理プロセスで話しをするより、変化のないデータの関連
で話しをする方が効果的である。また、それを表現する最適のものはE/Rモデルである。
従って、共通辞書としてE/Rモデルで表現した概念スキーマが必要である。

論理スキーマ

物理スキーマ

システム全体から見たデータ関連

End Userから見た目的別のデータ群

System管理者から見たデーブル構成・配置

設計順序

16

ＤＯＡにおけるデータ部品展開の流れ

◇ ◇ ◇

◇◇

Entity-Relationship
Diagram

概念スキーマ 論理スキーマ

入力設計

出力設計

物理スキーマ

Data Base
Table

情報要求

End User

System部門 SI Vendor Nippon
Oracle ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ

↓

ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ
↓
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ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ配置図

優
先

順位
の

高
い

検
索

更新系

＜概念スキーマ＞

優先

順位の

低い検索

＜論理スキーマ＞

＜物理スキーマ＞
テ

ｌ

ブ

ル

設

計

テーブル定義
ＩＴＥＭ 桁数 タイプ

テーブル構成テーブル構成

概念スキーマから論理スキーマをフィルターにして物理スキーマを作成
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ＤＯＡにおける入出力設計

入出力設計の第一歩は、画面や帳票の具体的レイアウトを決める事ではない。
情報要求の目的をとらえ、その目的にあった論理スキーマをまず作成することである。
たとえば、帳票は様々な観点がある。

     日付 4/1 4/10 4/20 4/30

商品

  AAA 100  50 200 150

  BBB  20  30  20  50

  CCC  30  40  40  25

製品ＡＡＡの進捗状況の把握

４月３０日時点の全体の進捗状況の把握

日別完成品一覧表

報告用 役職によって見る内容が異なる
調査用 目的によって見ている部分が異なる

・・・・
・・・・
・・・・

論理スキーマにあたる機能項目関連票は、情報要求の目的を基に概念スキーマであるE/Rモデルを眺め、
入出力の候補項目を抽出し、その中から必要項目のみを選択して作成する。
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Front End Toolを使用する時の処理仕様

IN PROCESS OUT

1.1 XXXXX
1.1.1 XXX
XXXX
XXX XXX

1.1.2
XXX XX
XXX XX

・画面や帳票は対話定義型で作成
・処理機能は階層型でなく、横並びとなる
（優れたGUIにより、機能から機能へ自由に
制御移行が可能）

従来の処理プロセス記述型の仕様書では無理

《基準書》

Pull Down

Pop Up

《操作手順書》

XXX

1.
2.

《機能フロー》

《機能仕様書》

XX処理
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データを中心に据えたシステム構築

システムをデータモデルでとらえると

・System部門とEnd Userとで納得のいく
話し合いができる
・End Userのニーズの変化に迅速に対応可能
・Front End Toolの評価や移行が簡単
・一次処理、二次処理が明確となる
・Data Baseの配置が適確に実施可能

：
：
etc

概念スキーマ
E/Rモデル

Data Oriented Approach

情報システムの狙い

Object Tree

現行システムモデル

プロセス設計

入
出
力
設
計

xxx

プロトタイピング
アプローチ

Ｄ
Ｂ
設
計

システム・サイド主体のシステム構築
クローズされたシステム
プロセス中心設計
処理を中心に設計
画面や帳票の初期段階での
いきなりの確定

《従来型》
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DOAによるシステム構築/成果物中心

22

要求分析
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機能分析(現行)

24

データ分析
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機能/要求マトリクス

26

機能分析(新)
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Data Flow Diagram

30

新機能ワークフロー
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